
あんしん空き家流通促進事業補助金交付要綱 

 

（趣旨） 

第１ この要綱は、中古住宅の流通促進による既存住宅ストックの活用と空き家の発生を抑制する

ため、中古住宅の売買時等に実施する既存住宅現況検査等に要する経費及び既存住宅売買瑕疵保

険の加入に要する経費に対し、予算の範囲内で補助金を交付することについて、補助金等交付規

則（昭和 34年長野県規則第９号。以下「規則」という。）に定めのあるもののほか、必要な事項

を定めるものとする。 

 （用語の定義） 

第２ この要綱において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定めるところによる。 

(１) 現況検査等 

 ア.国土交通省が定める「既存住宅インスペクション・ガイドライン」に沿って、知事が別に

定める団体に住宅現況検査の技術者として登録されている者が行う既存住宅現況検査 

イ.「既存住宅状況調査方法基準」（平成 29年 2月 3日付国土交通省告示第 82号）に沿って

同基準に規定される既存住宅状況調査技術者が行う既存住宅状況調査 

ウ.上記、ア.及びイ.に付随する検査等をいう。 

  (２) 住宅瑕疵担保責任保険法人 

特定住宅瑕疵担保責任の履行の確保等に関する法律（平成 19 年法律第 66 号）第 17 条の規

定により、国土交通大臣に指定された法人をいう。 

 (３) 既存住宅売買瑕疵保険 

 住宅瑕疵担保責任保険法人が販売する保険（以下「保険」という。）に加入した者が、既存住

宅の買主に対して保険対象部分の隠れた瑕疵の瑕疵担保責任又は瑕疵保証責任を負う場合にそ

の履行による損害に対して保険金が支払われる保険契約をいう。 

 (４) 保険料等 

 既存住宅売買瑕疵保険の保険契約者が、住宅瑕疵担保責任保険法人に支払う保険料金、検査

料金、特約部分の追加検査料金及び書類審査手数料をいう。 

(５) 所有者 

既存住宅を所有する者で、次に掲げる要件のいずれかに該当する者をいう。 

ア 不動産登記簿に所有者として登記されている者 

イ 固定資産税課税台帳に所有者として登録されている者 

ウ 買主として上記ア、イに該当する者と売買契約を締結している者 

（補助対象者） 

第３ 補助金の交付を受けることができる者は、既存住宅の所有者とする。 

 



（補助対象住宅） 

第４ 補助金の交付の対象となる住宅は、次の各号のいずれにも該当するものとする。 

(１) 県内に所在する既存の住宅 

(２) 居住を目的とする一戸建ての住宅（店舗等の用途を兼ねるもの（店舗等の用に供する部分

の床面積が延べ床面積の１／２未満のもの）を含む。） 

(３) 売買に供する、または売買契約後１年以内の住宅 

（補助金の種類、対象経費及び補助額） 

第５ 第１に規定する補助金の種類、対象経費及び補助額は、次の表のとおりとする。 

種類 対象経費 補助額 交付の制限 

既存住宅現況検査

等補助金 

現況検査等に要する経費 ２分の１以内。 

ただし、１戸当た

り５万円を限度と

する。 

同一年度内におい

ては、補助対象者

一者当たり５戸ま

でとする。 

既存住宅売買瑕疵

保険補助金 

次のいずれかに該当する経費 

ア 所有者である宅地建物取引

業者が、保険の加入に要する

保険料等 

イ 所有者である売主又は買主

が、保険の被保険者となる現

況検査事業者に支払う保険料

等相当額 

２分の１以内。 

ただし、１戸当た

り５万円を限度と

する。 

同一年度内におい

ては、補助対象者

一者当たり５戸ま

でとする。 

（交付の申請等） 

第６ 規則第３条に規定する補助金等の交付の申請は、あんしん空き家流通促進事業補助金交付申

請書兼実績報告書に知事が別に定める書類を添えて提出するものとする。 

２ 前項の規定による補助金等の申請は、既存住宅現況検査等補助金については、結果の報告日が

属する年度の 3 月 15 日までに、既存住宅売買瑕疵保険補助金については、保険の始期が属する

年度の 3月 15日までに行わなければならない。 

３ 補助事業者は、第１項の申請書を提出するに当たって、補助金に係る消費税仕入控除税額

（補助対象経費に含まれる消費税及び地方消費税に相当する額のうち、消費税法（昭和 63年

法律第 108 号）に規定する仕入れに係る消費税額として控除できる部分の金額と当該金額に

地方税法（昭和 25年法律第 226号）に規定する地方消費税率を乗じて得た金額との合計額に

補助率を乗じて得た金額をいう。以下同じ。）があり、かつ、その金額が明らかな場合には、

これを減額して申請するものとする。ただし、申請時において補助金に係る消費税仕入控除

税額が明らかでない場合にあっては、この限りでない。この場合において、補助事業者は、

第 10第１項又は第２項の規定による報告をするものとする。 

 



 （交付決定及び通知） 

第７ 知事は第６の規定に基づき、申請書の提出があったときは、所要の審査を行い、補助金を交

付すべきと認めたときは、交付決定及び額の確定を併せて行う。 

（補助金の交付の請求） 

第８ 補助事業者が補助金の交付を請求しようとするときは、あんしん空き家流通促進事業補助

金交付請求書を知事に提出するものとする。 

（書類の提出） 

第９ 規則及びこの要綱により知事に提出する書類の提出部数は正副２部とし、申請に係る住宅の

所在地を管轄する建設事務所の長を経由するものとする。 

（消費税仕入控除税額の報告） 

第 10 第６第３項ただし書により交付の申請をした補助事業者は、実績報告書を提出するに当

たって、補助金に係る消費税仕入控除税額が明らかである場合には、これを補助金額から減

額して報告するものとする。 

２ 第６第３項ただし書により交付の申請をした補助事業者は、第１項の実績報告書を提出し

た後において、補助金に係る消費税仕入控除税額が確定した場合には、その金額（前項の規

定により減額した場合にあっては、その金額が減じた額を上回る部分の金額）を消費税仕入

控除税額報告書（様式第３号）により速やかに知事に報告するとともに、知事による返還命

令を受けてこれを返還するものとする。 

また、補助金に係る消費税仕入控除税額が明らかにならない場合又はない場合であっても、

その状況等について、規則第 13 条第１項の補助事業の額の確定のあった日の翌年６月 15 日

までに、同様式により知事に報告するものとする。 

 

（補則） 

第 11 この要綱に規定する申請書等の様式その他補助金に関し必要な事項は、別に定める。 

 

   附 則 

この要綱は、平成 28年４月１日から適用する。 

この要綱は、平成 29年４月１日から適用する。 

 この要綱は、平成 31年４月１日から適用する。 

 この要綱は、令和７年４月１日から適用する。 


